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建
て
替
え
と
な
る
国
分
小
学
校

環
境
放
射
線
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

か
い
づ　

勉
議
員
（
自
由
民
主
党
）

　

国
分
小
学
校
の
建
て
替
え
に

つ
い
て
、
保
護
者
等
か
ら
校
庭

が
狭
く
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
と
の
要
望
が
出
て
い
る
。

新
設
の
給
食
室
が
７
５
０
㎡
と

現
在
の
１
９
２
㎡
よ
り
大
き
く

な
る
こ
と
も
一
因
と
聞
く
が
、

な
ぜ
大
き
な
規
模
の
給
食
室
が

必
要
な
の
か
、
ま
た
、
他
に
校

庭
を
広
く
す
る
工
夫
は
あ
る
か
。

校
庭
を
広
く
す
る
工
夫
が
で
き
な
い
か

保
護
者
等
の
要
望
に
で
き
る
限
り
配
慮

国分小学校の建て替え

答　

学
校
給
食
の
実
施
に
は
、

国
の
新
た
な
衛
生
管
理
基
準
に

準
拠
し
た
施
設
と
す
る
こ
と
が

あ
る
他
、
第
一
中
学
校
の
給
食

の
調
理
、
ま
た
災
害
時
の
活
用

も
考
慮
し
て
、
現
在
の
規
模
と

し
た
。
校
庭
に
つ
い
て
は
、
東

側
通
路
を
撤
去
す
る
こ
と
等
に

よ
り
、
保
護
者
等
の
要
望
に
で

き
る
限
り
応
え
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

戸
村
節
子
議
員
（
公
明
党
）

　

震
災
に
よ
る
原
発
事
故
か
ら

１
年
余
り
が
過
ぎ
た
が
、
放
射

能
に
関
し
て
は
子
育
て
世
代
か

ら
今
も
心
配
の
声
が
あ
る
。
か

ね
て
要
望
し
て
き
た
、
大
気
中

放
射
線
量
を
測
定
す
る
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
市
内
設
置
に

つ
い
て
、
そ
の
経
緯
、
機
器
の

管
理
、
デ
ー
タ
の
開
示
あ
る
い

は
緊
急
時
の
対
応
を
問
う
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト 

測
定
や
管
理
は

大
柏
小
に
設
置 

県
が
値
を
測
定
・
公
表

大気中放射線量の監視

答　

市
内
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ

ス
ト
は
大
柏
小
学
校
（
市
川
市

大
野
町
）
に
設
置
さ
れ
た
。
県

を
通
じ
て
国
に
要
請
し
て
い
た

も
の
で
、
文
科
省
が
設
置
し
、

県
が
管
理
し
て
い
る
。
測
定
デ

ー
タ
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

即
時
公
表
さ
れ
、
測
定
値
に
異

常
が
み
ら
れ
た
場
合
は
、
状
況

に
応
じ
国
・
県
が
関
係
部
署
に

連
絡
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

湯
浅
止
子
議
員
（
社
民
・
市
民
）

　

市
民
団
体
が
放
射
能
測
定
室

を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
市

は
市
民
団
体
と
連
携
し
て
い
く

考
え
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
市

民
が
持
ち
込
む
食
品
等
の
検
査

や
現
在
民
間
委
託
し
て
い
る
学

校
給
食
の
検
査
を
市
独
自
で
検

査
を
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
。

答　

市
民
団
体
か
ら
相
談
が
あ

れ
ば
助
言
な
ど
を
行
っ
て
い
る

市
民
が
持
ち
込
む
食
品
の
検
査
は

状
況
の
変
化
に
応
じ
対
応
し
て
い
き
た
い

食品の放射能検査

が
、
現
時
点
で
は
連
携
し
て
測

定
す
る
予
定
は
な
い
。
ま
た
、

市
内
産
農
産
物
な
ど
か
ら
国
の

基
準
を
超
え
る
放
射
性
物
質
は

検
出
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
高

額
な
機
器
の
購
入
は
現
時
点
で

は
難
し
い
こ
と
な
ど
か
ら
食
品

等
の
持
ち
込
み
検
査
な
ど
市
独

自
の
検
査
を
実
施
す
る
予
定
は

な
い
が
、
今
後
の
状
況
変
化
に

応
じ
対
応
し
て
い
き
た
い
。

金
子
貞
作
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

原
発
ゼ
ロ
を
目
指
す
世
論
が

高
ま
っ
て
い
る
。
原
発
の
再
稼

働
は
国
民
の
理
解
を
得
ら
れ
な

い
と
私
は
思
う
が
、
市
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
太

陽
光
発
電
以
外
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
本
市
で

は
、
ど
の
よ
う
な
発
電
が
利
用

可
能
と
考
え
て
い
る
の
か
。

原
発
ゼ
ロ
に
対
す
る
市
の
考
え
は

十
分
な
議
論
を
尽
く
し
結
論
を
出
し
た
い

脱　原　発

答　

安
定
的
な
電
力
供
給
は
市

民
生
活
に
不
可
欠
な
条
件
な
の

で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い

て
は
十
分
な
議
論
を
尽
く
し
、

結
論
を
出
し
て
い
く
べ
き
問
題

と
考
え
る
。
ま
た
、
太
陽
光
以

外
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
効
果

や
導
入
コ
ス
ト
等
を
考
慮
し
、

今
後
の
普
及
・
拡
大
に
向
け
て

研
究
し
て
い
く
。

越
川
雅
史
議
員
（
緑
風
会
）

　

私
は
、
市
内
小
学
校
３
校
の

卒
業
式
に
出
席
し
た
。
う
ち
２

校
で
最
近
の
流
行
曲
が
歌
わ
れ

て
い
た
が
、「
ふ
る
さ
と
」
や

「
仰
げ
ば
尊
し
」
な
ど
の
唱
歌

は
歌
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

唱
歌
は
学
校
教
育
上
重
要
と

思
わ
れ
る
が
、
指
導
の
現
状
と

教
育
長
の
認
識
を
問
う
。

答　

卒
業
式
の
式
歌
は
、児
童
、

唱
歌
を
歌
い
継
ぐ
べ
き

唱
歌
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
し
た
い

小中学校の音楽教育

生
徒
の
心
情
や
教
育
価
値
等
を

考
慮
し
て
総
合
的
に
判
断
し
決

定
し
て
い
る
。
唱
歌
の
指
導
に

は
様
々
な
機
会
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
機
会
を
増
や
す
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
数
年

に
一
度
実
態
調
査
を
行
っ
て
指

導
に
役
立
て
、
子
ど
も
た
ち
に

は
日
本
の
伝
統
的
な
音
楽
を
学

び
、
よ
き
文
化
を
愛
す
る
心
を

育
ん
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

守
屋
貴
子
議
員
（
民
主
・
連
合
）

　

文
化
都
市
い
ち
か
わ
と
し
て

は
、
今
あ
る
文
化
の
継
承
に
加

え
、
更
に
市
民
文
化
の
分
野
へ

裾
野
を
広
げ
、
文
化
・
国
際
交

流
も
、
市
民
が
参
加
し
や
す
い

も
の
と
す
る
こ
と
も
必
要
と
考

え
る
。
こ
う
し
た
市
民
レ
ベ
ル

の
文
化
活
動
に
着
目
し
た
、
新

し
い
文
化
振
興
・
国
際
交
流
の

か
た
ち
を
志
向
す
る
こ
と
に
つ

市
民
活
動
に
着
目
し
た
振
興
・
交
流
を

身
近
で
参
加
し
や
す
い
形
を
検
討
し
た
い

文化振興・国際交流

い
て
、
市
は
ど
う
考
え
る
か
。

答　
「
文
化
」
を
広
く
、
社
会

活
動
や
生
活
の
中
か
ら
生
ま
れ

る
も
の
と
捉
え
、
今
ま
で
以
上

に
市
民
が
身
近
に
感
じ
、
参
加

し
や
す
い
文
化
事
業
の
実
施
を

考
え
た
い
。
ま
た
、
国
際
交
流

に
つ
い
て
も
、
青
少
年
を
始
め

と
す
る
市
民
相
互
の
自
発
的
な

交
流
活
動
に
つ
な
が
る
よ
う
な

仕
組
み
を
考
え
て
い
き
た
い
。

桜
井
雅
人
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

平
成
23
年
、
い
わ
ゆ
る
義
務

標
準
法
が
改
正
さ
れ
、
小
学
１

年
生
の
学
級
編
制
標
準
が
、
40

人
か
ら
35
人
へ
と
31
年
ぶ
り
に

引
き
下
げ
ら
れ
た
。
県
で
は
既

に
学
級
編
制
の
弾
力
的
運
用
を

実
施
し
て
い
る
が
、
本
市
の
状

況
は
ど
う
か
。ま
た
今
後
、国
の

法
律
が
改
正
さ
れ
、
さ
ら
に
学

級
編
制
標
準
が
改
正
さ
れ
た
場

国
の
動
向
注
視
し
早
期
に
対
策
講
じ
る

小中学校の学級編制

合
、
市
で
は
対
応
可
能
な
の
か
。

答　

24
年
度
の
県
の
弾
力
的
運

用
の
対
象
校
は
、
小
学
校
で
は

26
校
、
39
学
年
、
中
学
校
で
は

13
校
、
17
学
年
で
あ
っ
た
。
小

学
校
で
は
、
す
べ
て
の
対
象
学

年
で
学
級
数
を
増
や
し
て
い

る
。
今
後
も
国
の
動
向
を
注
視

し
、
子
ど
も
の
学
習
環
境
に
支

障
の
な
い
よ
う
、
早
期
に
対
策

を
講
じ
、万
全
を
期
し
て
い
く
。

鈴
木
啓
一
議
員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
は
、
生
徒
が
授
業
で

活
き
た
英
語
に
触
れ
る
重
要
な

人
的
環
境
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

ど
の
よ
う
な
方
法
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
を

採
用
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

教
育
は
無
か
ら
有
を
生
む
大
変

な
価
値
が
あ
る
も
の
だ
。
一
人

で
も
多
く
国
際
人
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
が
、
外
国
人
Ａ

Ｌ
Ｔ
の
予
算
約
７
千
万
円
の
教

い
い
施
策 

教
育
的
効
果
は

国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
に
育
て
る

ＡＬＴ（外国語指導助手）

育
的
効
果
は
ど
う
か
。

答　

Ａ
Ｌ
Ｔ
は
、
学
校
で
の
指

導
経
験
者
を
対
象
に
、
模
擬
授

業
や
面
接
等
に
よ
り
、
採
用
し

て
い
る
。
費
用
対
効
果
と
し
て

は
、
小
・
中
学
生
の
一
人
当
た

り
の
費
用
は
、
年
間
で
約
４
千

円
と
安
価
な
も
の
と
な
っ
て
お

り
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
授
業
を
通
し
て
、

国
際
人
に
育
っ
て
い
く
こ
と
が

期
待
で
き
る
と
考
え
る
。

35  
人
学
級
化 
制
度
改
正
に
ど
う
対
応

放 射 能 対 策

教 育  ・ 文 化


